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　急速に工業化を進めている中国ではあるが，伝統的な農業国という側面が
色濃く残されている。2008年度の中国のＧＤＰに占める第一次産業の割合は
11.3％で，僅かながら前年比0.2％の上昇であった。農業部門の従事者は中国
全人口のおよそ半数である。「三農問題」（農村，農民，農業に関わる諸問題）
という言葉に象徴されるように，農業部門の後進性は中国社会の抱える最大の
課題の一つである。
　とりわけ，非効率的な農産品流通・物流システムは農業部門の発展を大き
く阻害していると指摘されている。毎年，青果類農産品の物流過程における
廃棄率はおよそ25 ～ 30％にのぼり，輸送途中に腐敗する野菜だけで3.7万ト
ンに達すると推定される（洪・劉：2008）。中国国家発展と改革委員会による
と，農産物を流通段階で腐らせてしまう青果物だけで年間1千億元（約1.3兆円）
以上の損失を出している。
　また，約5割の青果類は比較的に狭い地域で産出，消費される，いわゆる伝
統的な「地産地消」タイプで，広域市場化の水準は総じて高くない。この点
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は農産品にかかわる荷動きの活発さを示す農産品物流総額からも見て取れる。
2008年の農産品物流総額は1.9兆元であり，中国社会物流総額全体の2.07%に
過ぎなかった。農産品の市場価値が低い水準にあることに加えて，活発な農産
品物流活動が十分に発達していないことが，農産品物流総額の低迷をもたらし
ているといえる。
　巨大な市場規模に対して豊富，かつ多様な農産品を産出しているにもかかわ
らず，中国の農産品流通・物流が未発達であるのはなぜか。その主な理由とし
ては，立ち遅れている農産品の流通・物流システムにあると認識されている（孫：
2007）。即ち，広域，かつ巨大な市場で大量の農産品を効率的に流通させるた
めの高度な流通・物流システムがまだ十分に形成されておらず，農産品流通の
広域化，組織化，標準化を支える要素技術が十分に活用されていないことが，
農産品の市場化や域間流通の進展を阻害している。
　こうした認識の下で，中国政府はリンクとノードの両面から農産品流通・物
流システムの高度化を促進する政策を打ち出している。例えば，生鮮食品の流
通効率を高め，輸送過程の損失を減らすために，交通部，公安部，農業部，商
務部，発展と改革委員会，財政部，不正気風粛正弁公室の７つの中央省庁が協
調して，縦５本・横２本の幹線道路を「農産品輸送グリーン・ロード」に指定
し，それらの道路を走る生鮮食品輸送のトラックに対して通行料金減免などの
優遇措置を講じている。総延長4.5万キロに及ぶ「農産品輸送グリーン・ロード」
網の活用は，生鮮食品の長距離域間輸送の迅速化とコスト削減に一定の効果が
あるという（丁：2009）。
　その一方で，農産品流通・物流システムのノードである各地の農貿市場を
高度化させるために，様々な取り組みが行われている。2006年から2008年ま
での2年間で，中国の中央政府は365 ヶ所の農貿市場によって申請された延べ
751件のプロジェクトに対して，約9億元の補助金を拠出し，基礎的施設の整
備をはじめ，ゴールド・チェーンや食品安全検査監視システム，廃棄物処理施
設などの導入を図った。また，農業部は，全国，ないし広域的な商取引ネット          
ワークを有し，交易施設，及び補助施設を備えつつ，付帯サービスも提供でき
るような相対的に大規模な農貿市場を選び出し，1995年から「農業部定点市場」
として認定している。認定された市場に対して，補助金，人員の教育訓練など
の面で優遇的な政策を適用している。2008年末までに，合計694 ヶ所が「定点
市場」に認定されている。
　そして，近年，農産品物流センターと称される新しいタイプの農貿市場が主
要都市で創設・運営され，次第に影響力を強めている。農産品物流センターは
従来の農貿市場と比べて総じて規模が大きく，広域商圏をカバーしているとい
う特徴がある。また，取引のプラットフォーム，商品集散，相場形成といった
農貿市場の伝統的な機能に加えて，物流と情報に関連するサービスの提供，サ
プライチェーンの統合といった高度なロジスティクス機能を備えており，農産
品のサプライチェーン・ロジスティクス・システムのノードとして大きな役割
を担っている。このような新形態の農貿市場の拡大は，生産段階の集約化・組
織化と共に，小売段階での組織化も相俟って，農産品流通・物流システム全体
の高度化をもたらす原動力になりうると考えられる。
　そこで，伝統的な農貿市場の進化形態とされる農産品物流センターの機能，
サービス，活動構造，取り巻く環境などを分析することによって，中国農産品
流通・物流システムの高度化プロセスを明らかにする手掛かりが得られるもの
と考えられる。本研究では，こうした問題関心の下で，農産品物流センターが
果たしている役割に焦点を当てながら，フィールド調査に基づいて詳細なケー
ススタディを行う。そのうえで，高度な農産品サプライチェーン・ロジスティ
クス・システムのノードの在り方と発展方向を明示し，農産品流通・物流シス
テム全体の高度化に与える影響について考察する。
　本稿の構成は以下の通りである。第Ⅱ節では，既存文献に基づきながら，伝
統的な農貿市場の果たす役割と直面する限界，問題点を分析し，近代的な農産
品物流センターへ脱皮する必要性を論じる。続く第Ⅲ節では，聚合農産品物流
センターの事例に関する詳細なケーススタディを記述する。第Ⅳ節では，事例          
考察を踏まえ，伝統的な農貿市場から農産品物流センターへと進化していく中
で，いかなる変化がもたらされるのか検討を加える。最後の第Ⅴ節では，農産
品物流センターの問題点と本研究の今後の課題について触れることとする。
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　1980年代以降，計画経済体制から市場経済へ移行していく中で，伝統的な
「市場」1は，いち早くその機能を大幅に回復し始め，中国の商品流通を支える
重要な装置となった（李：2003）。2006年末の時点における交易額が１億元以
上の市場は，全国3,876 ヶ所で，交易総額は3.71兆元にのぼる。そのうち，農
産品を扱う農貿市場は1,277 ヶ所で，交易総額は8,670.63億元であった2。ま
た，中国農業部の統計によると，2000年末の時点で全国の大型農貿市場は既
に5,000 ヶ所を超え，野菜，果物，肉類，魚介類など幅広い食材を扱うように
なっている。消費者の食材需要の約8割は，農貿市場経由で取引されていると
いう3。
　農貿市場は流通段階によって卸売市場と小売市場の２種類に大別でき，卸売
市場はさらに生産地卸売市場と消費地卸売市場に分けられる。もっとも，卸売
市場の中には小売機能を兼ねるところも少なくない。野菜や果物などの農産品
は伝統的に商人の手によって集荷，生産地卸売市場に持ち込まれ，さらに消費
地卸売市場，小売市場を経由して分荷される。生産地の農貿市場で直接消費者
に販売される経路もあれば，生産地の卸売市場から消費地の小売市場や小売商
経由で消費者に流通する経路も存在する。（図１）
1　伝統的な「市場」は中国語で「集市」とも呼ばれる。
2　『2007中国商品交易市場統計年鑑』より抜粋。浙江省の市場は2億元以上の交易額を有する
市場のみがこの集計に含まれている。
3　全国城市農貿中心聯合会のオフィシャル・サイトhttp://www.cawa.org.cn/Journal/ArticleInfo.
aspx?ID=18864と陳（2002）より抜粋。          
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（出所：筆者ら作成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　いずれの経路においても，農貿市場は流通のプラットフォームとして極めて
重要な役割を果たしていることが分かる。中小零細の農産品流通業者が農貿市
場を利用すれば，効率よく情報収集，品定め，価格交渉，品揃え，出荷など一
連の取引活動を完結することが出来る。まさに商業の「集中の原理」4 が働く
流通装置といえる。しかし，90年代末に入ってから都市部では食品スーパー・
チェーンなどの組織小売業が台頭することによって，農貿市場に大きな変化が
現れた。すなわち，スーパーなどの量販チェーン店が次第に食品流通の主要チャ
ネルとなるにつれて，農貿市場は小売の領域でその機能を縮小せざるを得ない
状態に追い込まれた（李：2003）。周・金（2004）が実施したアンケート調査
によると，53.8％の回答者（一般消費者）は小売段階の農貿市場に取って代わっ
てスーパーが次第に台頭すると予想している。
　他方で，北京市工商管理局の実施した消費者行動調査の結果では，農貿市場
を利用していると答えた人は全体の9割以上に達している。また，月収1000元
以下の住民は農貿市場で必要な食材のほとんどを調達し，月収1500-3000元の
住民も日常的に農貿市場に通っているという（陳：2002）。収入格差の大きい
中国社会では，廉価な食品が流通する農貿小売市場を支持するセグメントは依
4　多数の取引を手元に集中することによって，商品流通に必要な時間と費用を節約すること
ができる。これを「集中の原理」という。商業者の存立基盤を説明する重要な概念の一つで
ある。           
然として存在し，小売段階においてもすぐにその役割を終えることがないもの
と考えられる。
　小売段階の機能縮小とは対照的に，卸売段階において農貿市場はメインの流
通装置の地位を維持している。一部の大手スーパーと大手飲食店チェーンは，
産地の農家や出荷団体，集荷商人などと直接契約を締結する動きがあるもの
の，農産品卸売の7割以上は依然として農貿市場経由で行われている状態であ
る（胡：2009）。李（2003）では，「市場」（いちば）という流通装置が中国流
通システムの近代化の波にさらされながらも，卸売段階において強固な存立基
盤をもち，今後も重要な役割を果たし続けていくという見解を示している。こ
のことは農産品のみならず，多くの工業製品の流通過程にも共通する現象で，
現代中国の流通構造における一つの大きな特徴といえよう5。
　しかし，流通の近代化が進展する中で，卸売段階の農貿市場はさまざまな問
題に直面し始めている。市場内部のオペレーションはもっぱら市場の交易に参
加する零細型・生業型の業者ら（卸売商や代理商，バイヤーなど）に委ねられ
るため，構内の運搬，保管，荷役，仕分けなどの物流活動は個々の業者で分散
的に行われており，構内物流の整流化と効率化が進んでいない。このことは市
場内に混乱と無駄をもたらし，市場全体の取扱キャパシティの発揮に多大な制
約を加える。また，市場内の商取引と物流活動が分散化されることによって，
情報の収集と処理，冷凍冷蔵保管，トレーサビリティ，標準化，流通加工，配
送にかかわる要素技術の導入が阻害されている。その結果，大半の卸売農貿市
場は伝統的な商物一致型の卸機能を遂行することにとどまり，流通加工や配送
など付加価値サービスの追加はほとんどなされていない。
　その一方，取り巻くサプライチェーンの変化によって卸売農貿市場の進化が
ますます求められている。川上では農業生産が集約化の方向に進み，農家の組
5　工業製品が「市場」経由で流通されるという問題については，以下の文献に詳しい（順不同）。
陸・王：2008，李：2003，陳夢根：2003，程：2003，池：2003，方：2004，公：2007，洪：
2007，劉：2007，陶：2005，王：2005.          
織化（協同組合など）の動きも活発化している。川下では量販型チェーンスト
アが急速に拡大し，流通の主導権を掌握するために垂直統合を模索すると同時
に，ベンダーに流通加工（検品，洗浄，選果，小分け，パッケージング，値札
付けなど）やJIT配送といった高度な物流サービスの提供を強く求めるように
なっている。まさに中国農産品流通の高度化・近代化を反映した形での環境変
化といえる（李・趙・胡：2009）。こうした環境変化に適応するには，農貿市
場は従来の商取引プラットフォームから高度なロジスティクス・ノードへと転
換していかなければならない。次節では，このような高度なロジスティクス・
ノードに転換した事例の一つとして，聚合農産品物流センターの実態と取り組
みを明らかにする6。
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　成都聚合農産品物流センターの建設・運営母体は，四川聚合生態農業発展有
限公司である。同社は2000年に四川成都龍泉駅国際経済開発区で設立された。
登録資本金は6,200万元であり，事業範囲は市場開発，農産品の卸売と小売，
青果類の鮮度保持貯蔵，選果，流通加工，包装，食糧と食用油の卸売，冷蔵輸
送，輸出入，配送，農産品の加工など多岐にわたる。
　2003年に同社は2.5億元を投資して成都市龍泉駅区に成都聚合農産品物流セ
ンター7（以下，センター）を建設した。センターには21.7万平米の敷地があり，
床面積16万平米の建物はすでに完工し稼働している。センター内に野菜取引
エリア（7.8万平米），果物取引エリア（2.3万平米），特色農産品展示館（農産
品博物館，1.1万平米），総合棟ビル（8千平米），鮮度保持倉庫（8千トン貯蔵
可）の5つの施設がある。総合棟には電算センター，情報管理センター，検査
検疫センター，セキュリティ・モニタリング・センターが設置されている。ま
6　筆者らは2010年3月28日に同センターに対して現地調査を実施した。
7　中国語全称は「成都龍泉聚合（国際）農産品物流中心」である。          
た，先端光電技術を駆使する高速ソーティング・ラインも取り入れられ，1時
間あたり8トンの選果ができるという。
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　センターは，2005年12月28日に稼働を開始して以来，概ね順調に業績を伸
ばしてきている。年間取引量と取引総額は2006年度の200万トン，50億元か
ら2009年度の300万トン，60億元に拡大し，2010年度にさらに320万トン，70
億元になる見通しである。稼働後，センターは農業部と商務部からそれぞれ「定
点市場」，「グリーン市場」8 に認定されている9。四川聚合生態農業発展有限公
司（以下，聚合）は，2009年に「国家級農業産業化リーディング企業」との
称号を中央12省庁から授与された。2009年の納税額は約600万元であった。
8　中国国家標準ＧＢ /T19220『農副産品緑色批発市場』の定義によると，農産品グリーン卸
売市場（農副産品緑色批発市場）とは，施設と環境は清潔で衛生的であり，取引対象商品は
本標準の品質管理要求を満たし，経営管理について信用度が高い農産品卸売市場を指す。
9　商務部は同センターを「双辺市場」にも認定した。「双辺市場」とは，市場での取引に参加
する主体（買い手と売り手）が，中間業者ないしプラットフォームを介在して取引を行うが，
ある主体（例えば，買い手）のベネフィットと効用が別の主体（例えば，売り手）の多寡に
よって規定されるという特徴のある市場を指す。商務部は取引量，取引額，規模，商圏の大
きさなどの要素を総合的に勘案して「双辺市場」を認定するという。          
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　センターの主要事業は，図３で示されているように，農産品の展示販売，E
オークション，空調鮮度保持，貯蔵，流通加工，仕分け，パッケージング，配送，
電子商取引，公害（農薬残量など）検査測定，輸出入など多岐にわたる。これ
らの多様なサービスを一体的に提供することを目指しているという。取引ネッ
トワークは重慶市，甘粛省，陝西省，新疆自治区，内モンゴル自治区，黒龍江
省，江蘇省，雲南省，貴州省，青海省，海南省，広東省，山東省，山西省など
20以上の省・直轄省・自治区に及び，これらの地域から訪れている卸売商人
とバイヤーでセンターは昼夜を問わず混雑している。
࿑㧟㧚⡝วㄘ↥ຠ‛ᵹ࠮ࡦ࠲࡯ߩਥⷐ੐ᬺޓޓޓޓޓ
（出所：聚合農産品物流センターの提供資料より筆者ら作成）
　農産品の取引は，果物取引エリアと野菜取引エリアで行われる。展示販売の
イベントは農産品博物館と取引エリアで開催される。Ｅオークション，電子商
取引，公害検査測定，輸出入は総合棟ビル内で実施される。そのほかに，鮮度          
保持の倉庫と流通加工の工場も整備されている。配送業務はグループ内の物流
専門企業に委託している。また，災害発生など緊急時に野菜などの食材の調達
と供給を確保するコンティンジェンシー・プランを策定し，代替調達ルートや
センター内の救援物資受入スペースを定めている。2008年の四川大震災の際，
センターは救援物資の集散地の一つとして政府から指定され，生鮮食品の確保
と効率的な配送という面において重要な役割を果たした。
ޓ⊒⷗੐ታ
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　センター内では，主として一般取引と展示販売という２種類の取引が行われ
ている。一般取引の場合，ベンダー（生産地の卸売商や協同組合など）は農産
品をトラックでセンターに搬入して取引に参加する。センターのゲートでト
ラック毎に農産品情報が収集され，システムに入力される。その情報には搬入
商品の量，品種，産地，安全性などが含まれる。取引価格に関する情報は，セ
ンターのスタッフによって取引現場で収集され，システムへ入力された後に，
センター内に設置されている大型スクリーンで公示される。この価格情報公示
は実際の売買活動との間にタイムラグがあるため，当日の相場形成への影響は
軽微であるが，翌日以降の価格交渉の参考にはなる。
　取引エリアに630の常設ブースがあり，各ベンダーはブースを賃借して入居
する。年間賃貸料は1ブースあたり2,000元と低めの料金設定となっている。
ブース一つの占有敷地面積は26平米で，１階はオフィス兼商品保管場，２階
は機材置き場兼休憩場所という構造である。休憩場所で寝泊まりする業者も少
なくないようである。オフィスの前がトラックのバースとなっており，長さ7.2
メートルのトラックが入れられるような設計である。商品はトラックから降ろ
されてバースに平積みされる場合もあれば，売り尽くすまでトラックに積んだ
ままの場合もある。１つ以上のブースを賃借しているベンダーがあるため，入
居しているベンダーは293社を数える（2010年3月現在）。また，600余りの常          
設ブースを賃借していない非入居ベンダーは，入居ベンダーに販売を委託する
形でセンターでの取引に参加している。商品搬入のトラックは１台あたり80
元～ 120元の入場料（管理料）をセンター側に支払うが，取引額に応じて手数
料を支払う必要はない。
　バイヤー（消費地の卸売商や小売商）は一つ一つのブースをまわりながら，
買い求める商品を探し選び，ベンダーと個別に商談する。交渉が成立すれば，
すぐに駐車場に商品を搬出し，バイヤーのトラックに積み込む。ごく一部の業
者間で買掛け・売掛けが発生するが，基本的にすべての取引が現金で行われる。
取引情報は完璧に捕捉することが難しいという。すべての入居ベンダーをカ
バーする情報システムが整備されていないし，多くのベンダーはパソコンなど
の情報機器を駆使出来ていない。センターは取引情報の提供をベンダーに要請
しているものの，必ずしもすべてを入手することが出来ない状況である。従っ
て，トラック入場時に採取された商品情報と現場で収集された価格情報をもと
に取引額を推計するという方法に頼るしかないという。
　センター内の取引は24時間，随時行われ，とくに開始・終了時間を定めて
いない。成都市（四川省の省都）周辺の小売農貿市場の小売業者は朝市に間に
合わせるため，午前3時から4時までの間にセンターで品物を選び，仕入れを
済ませている。成都を除く四川省内の地域や重慶市のバイヤーは，午後9時か
ら10時あたりに商品を購入して，午前12時までにトラックへの積み込みを完
了し発車すれば，午前4時までに現地の農貿市場に到着できるという。到着後，
現地の卸売商や小売商に商品を卸売していくという。
　展示販売は，農産品博物館，ないし取引エリアで不定期に行われている。主
として新品種や特色農産品のプロモーションの一環として，あまり知られてい
ない農産品の取引を促進するのが目的であるが，将来的には展示販売などのイ
ベント開催に加えて，花卉や特色農産品を対象とした定期セリ会を主宰するこ
とを目標としている。           
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（出所：筆者ら作成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（出所：筆者ら作成）　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　センター内の取引自体は，買い手と売り手の自由な対面交渉に委ねられてお
り，その点では従来の農貿市場と変わりがない。しかし，聚合農産品物流セン
ターは取引参加者に様々なサービスを提供している。例えば，流通加工，包装，
鮮度保持貯蔵，構内運搬，配送，中継荷役，国際物流，情報提供，公害検査な          
どが挙げられる。センター構内に流通加工工場が設置され，ベンダーに選果や
小分け，包装などのサービスを提供している。センターへの搬入後，しばらく
取引に供しない青果類の鮮度保持貯蔵が可能な施設も整備されている。運搬や
積卸などの構内物流サービスはセンターの誘致・選定した専門業者によって担
われている。また，センターのグループ企業である聚合農産品物流配送公司は，
配送サービスを求めるバイヤーのニーズに対応している。物流配送公司は15
トン冷蔵冷凍トラックを4台保有し，長距離の冷凍冷蔵品の輸配送サービスも
提供している。域内の配送は一般トラックを利用するという。
　センターで取引された農産品の一部はシンガポールやタイ，オーストラリア
などの海外市場に輸出される。これらの輸出品に関して，センターは必要な流
通加工や包装，通関・検疫などの輸出手続き，成都空港までの輸送などの一連
の業務を一括で引き受ける体制を整えている。
　情報サービスの提供にも積極的に取り組んでいる。前述したように，すべて
の入場商品に関連する基本情報（品種，量，産地，安全性，価格など）を採取
してデータベース化している。価格情報は構内の大型デジタル掲示板とイン
ターネットを媒介して毎日，公表されている。また，データベースの情報に基
づく分析結果は，大口ベンダーや産地の地方政府農業担当者にフィートバック
され，需要動向にマッチングした形での商品供給を促進する取り組みも開始し
ている。四川省の徳陽，涼山，阿䭜などの地方政府と甘粛省の農業部門の要請
を受けて，センターはこれらの地域と情報共有に関する協力関係を構築しつつ
ある。現時点では情報サービスをすべて無料で提供しているが，将来的には新
たな収益源の一つとして検討中だという。
　農産品の安全性の確保，把握と情報提供も聚合農産品物流センターの重要な
役割の一つとなっている。前述したように，すべての商品は安全性（農薬使用
状況など）に関する情報を搬入時点でセンター側に提供しなければならない。
加えて，センターの検査部門は構内の商品に対して抜き打ち検査を実施して，
残留農薬と有機燐，アネスタミンなどの項目ごとに検査，測定を行う。センター          
は高度な検査機器を装備していないため，試薬で陽性反応の有無を30分以内
でスピーディに測定するという簡易検査のみを行っている。陽性反応が出た場
合，その商品のサンプルは専門検査機関へ送られ，精密検査を行う。問題と判
定された農産品に対しては，直ちに取引禁止の措置をとり，その情報を公表す
るとともに，食品安全管理当局に協力して，当該商品のロットや産地，出荷時期，
流通ルートなどを特定するためのトレースを実施する。場合によっては，その
商品を取り扱うベンダーをセンターから退場させ，取引参加権を取り上げるこ
ともある。
　しかし，農産品の安全性は業者の自主申告や抜き打ち検査だけでは十分に確
保できない。そこで，センターの親会社である聚合はサプライチェーン統合の
一環として，農産品の安全性向上につながるサプライチェーンマネジメント体
制の構築に取り組んでいる。
　
ޓࠨࡊ࡜ࠗ࠴ࠚ࡯ࡦࡑࡀࠫࡔࡦ࠻
　聚合はセンターを農産品取引のプラットフォームだけでなく，農産品のサプ
ライチェーン・ネットワークの中心 (focal point )として位置付け，拡大してい
く戦略を実行している。そのために，まずTier1の各ベンダーに対する資格審
査と指導，管理を行い，またTier2からさらに上流にあたる流通業者や農家の
組織化とコントロールにも着手した。
　中国の農産品流通業者の大半は「個体戸」と呼ばれる零細生業型，ないし家
業型の商人である。その中には資金力もなく信用度が低いところが少なくない。
センターは独自の基準を設けて入居ベンダーを選定する。例えば，年間4,000
トン以上の取扱量規模や長期安定的な仕入ルートを有すること，業界で悪い評
判がなく，大きなトラブルを引き起こした経歴がないことなどが選定基準に盛
り込まれている。入居ベンダーに対して，センターは日頃の監督管理を行う制
度を整備した。例えば，バイヤーから苦情を受け付ける顧客サービス部門を設
置する。複数のバイヤーから数多くの苦情が寄せられたベンダーには，程度や          
回数によって，注意，警告，罰金，一時商品搬入禁止，退場の処分を下す。こ
うした制度の設計と運用をもって商品の品質や取引の信用を維持しようとして
いる。
　聚合のサプライチェーンマネジメントでは，Tire1の管理にとどまらず，生
産段階への統合も進めている。聚合の「基地建設部」は，センターと協力しな
がら，四川省内に10 ヶ所の「生産基地」を組織した。10か所の合計栽培面積
は6,000ムー（１ムーは6.667アール）にのぼる10。これらの「生産基地」は，
農業協同組合という形で農家を組織化して設立されている。聚合は個々の農業
協同組合と年間基本契約を結び，商品の安全・安定供給の約束を取り付ける一
方で，土壌改良，栽培，農薬使用，収穫など一連の活動をモニタリングし，ま
た資材調達，技術指導，生産管理，サンプル検査，ブランディング，パッケー
ジングを一体的に行う義務を負っている。農業生産の集約化，組織化によって
コストの削減と品質の向上，安全性と安定供給の確保，農家収益の改善を狙
うという。筆者らの調査した時点で，聚合の基地に加盟している農家はすで
に3万戸を超えていた。加盟前と比べて，果物の平均的な優良品率は50％から
80％に向上し，1ムーあたりの生産コストは平均して約10％低減したという。
また，果物の栽培農家は，1ムーあたり約1,000元の増収があり，期待通りの
効果が得られたといえる。
　さらに，聚合は自らの「生産基地」の建設から得た経験をもとに，規模が比
較的大きく，経営力のあるTire1ベンダーに基地開発事業への参入を勧めてい
る。また，生産地の地方政府担当者にも「生産基地」モデルのメリットを説明
しながら，農業協同組合の結成と基地開発に賛同と協力を取り付ける努力を続
けている。筆者らの調査した時点では，自らの「生産基地」からの出荷量がセ
10　6000ムーのうち，約1000ムーは輸出品専用の生産基地で四川省の輸出入検疫当局の認定
を受け，ファイリングを行った。           
ンターにおける取引量全体の1％未満であり11，商品供給や相場形成への影響
は極めて軽微ではあるが，農産品サプライチェーンを統合する有効なモデルと
して注目されている。とりわけ，食品の安全への関心が高まっている中，生産
段階まで統合し，生産・流通過程をトレースできるという意味で大いに期待さ
れている。今後，自らの基地開発に加えて，Tire1ベンダーによる基地開発も
進展すれば，「生産基地」プラス「物流センター」モデルが一気に広がり，取
引全体に占める基地出荷の割合は大きく増大してくるものと，聚合は見込んで
いる。
　川上の統合を進めると同時に，聚合は川下の統合をも模索している。具体
的には，加工から配送までの一貫物流サービスを提供して，大手レストラン・
チェーン，学校や企業，病院，政府機関の食堂といった大口需要家の物流ニー
ズに対応し，さらに大型スーパー・チェーンとの情報共有化を進めるなど12，
ロジスティクス上のパートナーシップ構築を図っている。
　こうして，聚合は水平的には長くて垂直的には広いという構造的特徴を有す
る伝統的な農産品サプライチェーンを，水平的には短くなり垂直的には狭く
なる方向に再編・統合しようとしている13。このような新しい形態のサプライ
チェーンの要にあるのは農産品物流センターである。
Φ㧚࠺ࠖࠬࠞ࠶࡚ࠪࡦ
　この節では聚合のケーススタディの発見事実を踏まえて，中国における生鮮
農産品流通システムの高度化という視点に立脚しながら，農産品物流センター
11　基地から出荷される商品の一部はセンターでの取引を経ずに，直接大口ユーザーに販売さ
れる，いわゆる市場外取引になっているということも，この比率の低さをもたらす原因の一
つである。
12　例えば，センターは商品供給状況や取引価格動向，安全性などに関する情報をスーパー側
に提供し，スーパー側は消費者の購買動向やチラシ企画，店頭販売価格の趨勢などの情報を
センター側に伝えるという形で，情報の共有化が進められている。
13　サプライチェーン・ネットワークの水平的構造と垂直的構造に関する概念的検討はStock
& Lambert (2001) pp.62-67 を参照されたい。          
と伝統的な農貿市場の相違を分析する。経済統計の分類上，農産品センターは
農貿市場から分けられておらず，一般の人々は両者の相違をほとんど認識して
いない。実際，聚合農産品物流センターは1次「卸売農貿市場」として広く認
知されている一方で，農産品物流センターと標榜している施設の中に，一般の
農貿市場と全く変わらないところも少なくない。また，「農産品卸売市場」と
いう名称を堅持しながらも機能的には農産品物流センターに脱皮しているとこ
ろもある（附録を参照されたい）。
　聚合のケースでは農産品物流センターとしてどのような特徴が見られるの
か。伝統的な農貿市場の形態と比較すれば，主として以下の点が挙げられる。
すなわち，①機能とサービスのインテグレーション，②センター内部，および
サプライチェーンの組織化，③センター内部，および川上の生産者，流通者へ
の要素技術導入，の3点である。
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（出所：筆者ら作成）　　　　　　　　　　
ࠗࡦ࠹ࠣ࡟࡯࡚ࠪࡦ
　伝統的な農貿市場の持つ商取引プラットフォーム機能に加えて，農産品物流
センターは商品の保管，運搬，荷役，流通加工，包装，輸配送などの物流機能
と商品情報，価格情報，安全性情報の収集，分析，提供といった情報機能を具
備する。これらの機能はセンターの運営企業とその関連企業によって一体的に          
提供される点が，伝統的な農貿市場にはないセンター独自の特徴である。セン
ターでの交易に参加する業者はこうした機能を活用することによって，時間と
労力のかかる煩雑な物流活動と情報収集活動から解放され，取引に専念できる
だけでなく，鮮度保持や通関など自前で遂行しがたい機能をも利用可能になる
という多大なメリットを享受できる。センターは個々の中小零細業者に取って代
わって，これらの物流活動や情報収集活動をまとめて行うため，取引コストの削
減につながり，公平かつ効率的な流通を促進するという効果も得られている。
　センター内における機能・活動の統合に合わせて，センターの川上と川下に
おいて統合的なサービスの提供を進めている。川上における取り組みとして，
一部の零細農家を「生産基地」にまとめ上げたうえで，資材の調達，栽培計画
と販売計画の策定，ブランディング，パッケージングなどを統一的に行う。こ
れによって農産品の安全で安定的な供給を確保すると同時に，農家の生産コス
トと販売リスクを削減し，収益の拡大につなげていくことを狙っている。川下
における取り組みとして，大口需要家やチェーンストアに流通加工と配送の
サービスを提供するほか，情報の共有化も進める。さらに情報の共有化をベー
スに，共同予測，共同企画に基づく調達代行から流通加工，ゴールド・チェー
ン，納品までのサード・パーティ的なロジスティクス・サービスを一括で提供
することを目標としている。
⚵❱ൻ
　かかるインテグレーションの実現は，センター運営主体の内部および川上，
川下において，有効な組織構造を確立しなければ不可能である。聚合はセンター
内に情報，検査測定，流通加工，冷凍冷蔵保管，顧客サービス，展示販売イベ
ントを担当する専門部署を設置し，構内運搬や荷役サービスを専門的に引き受
ける物流業者を誘致した。また，グループ内に輸配送専門企業，国際フォワー
ディング専門企業を設立して，センター経由の商品の配送と国際物流に関する
ニーズに対応している。このように，センター内における機能別組織構造とグ          
ループ企業間の分業・協業体制を築き上げ，多様な機能やサービスの提供とイ
ンテグレーションのための組織基盤を形作り，組織的に専門知識を吸収・活用
するための受け皿を準備している。
　さらに，組織化の取り組みは企業内部にとどまらず，生鮮農産品サプライ
チェーンの川上と川下へ広がる。前述したように，聚合の基地建設部は零細農
家の組織化を進め，商品の安全・安定供給を図っている。また，有力卸売業者
による農家の組織化を支持している。Cooperほか（1997）の概念を借りて言
えば，聚合は農家との緊密な「管理リンク」（managed process link）を積極
的に開発すると同時に，一部のTier1卸売業者とのビジネス・リンクを「管理
リンク」（managed process link）にしながら，卸売業者によって組織化され
た農家らとのリンクを「監視リンク」（monitored process link）に位置付け，「機
能的分散」（functional spin-off）によって川上への組織化を加速している14。
　川下への組織化の努力は，大口需要家や大手小売業者などとのコラボレー
ティブなリレーションシップを構築するところに向けられている。商品の安全
で安定的な調達のためのソリューション提供，共同予測・共同企画の実施，流
通加工や定時定温配送を含む高度な物流サービスの提供によって，川下企業と
のパートナーシップを形成することを目指す。これを実現することが出来れば，
農産品物流センターは農家から小売までのビジネス・プロセス・リンクを統合
するサプライチェーンのインテグレーターとオーガナイザーになり得る。
ᛛⴚዉ౉
　組織化の努力によってインテグレーションの土台と骨格が出来上がるが，多
様かつ高度なロジスティクス・サービスを統合的に提供するためには，組織の
形だけではとうてい不十分であり，適切な要素技術の導入と活用によって担保
される機能形成，能力形成が必要不可欠である。聚合の事例から分かるように，
14　「Managed process link」や「Monitored process link」などのビジネス・プロセス・リ
ンクの類型化に関する検討はCooperほか（1997）を参照されたい。          
センター内においては情報の採集・加工・伝達・公表を支える IT技術，鮮度
保持の貯蔵から定温輸配送までを包括するチルド・チェーンやゴールド・チェー
ンの設備と技術，流通加工や安全性の検査測定ための設備と関連技術，川下の
小売企業や大口需要家にロジスティクス・ソリューションを提案し実施する
3PL(Third party logistics)型の知識とスキルが重要になる。
　加えて，組織化された川上の農家に指導するための栽培技術や農薬使用知識，
農業協同組合およびベンダーに対する管理監督のノウハウ，トレーサビリティ
技術はサプライチェーンの川上を統合するために必要な要素技術であり，それ
らを採用し活用することは伝統的な農貿市場に見られない特徴の一つである。
　ただし，ここで取り上げている特徴的な取り組みは農産品物流センター経由
の取引全体に浸透しているわけではない。むしろ，現状ではその割合が依然と
して低く，3.3.3で既に記述したように，聚合の生産基地の出荷した農産品が
同センターの取引総量に占める比率は1％未満である。また，同センターの経
営責任者は多額の投資によって整備した流通加工工場と鮮度保持倉庫の稼働率
が低迷していることを問題視している。
　しかし，取引全体に占める割合の低さをもって，聚合のセンターの特徴を過
小評価することは出来ない。なぜならば，先に検討した農産品物流センターの
諸特徴はまさに農貿市場の発展すべき方向性，ひいては中国における生鮮農産
品流通システム全体の高度化の在り方を示唆しているからである。即ち，農貿
市場は単なる群小零細の生産者と流通業者を結び付ける伝統的な商取引プラッ
トフォームから，高度なロジスティクス・ノードに進化することが出来れば，
農産品サプライチェーンのインテグレーターとして農産品流通システム全体の
近代化をけん引する原動力になるものと考えられる。また，逆にいえば，高度
なロジスティクス・ノードに進化できず，旧態依然とした農貿市場はいずれ流
通近代化の流れに直面し，消滅するか縮小していくしかないであろう。          
Χ㧚߅ࠊࠅߦ
　最後に，聚合のケースに見られる農産品物流センターの直面する課題を指摘
し，また本研究の限界に言及したい。発展の初期段階にある農産品物流センター
は取引ベースとサービス・ベースの収益構造を十分に構築していない。聚合の
ケースから分かるように，センターは主としてブースの家賃収入とトラック単
位の商品入場料収入に依存しており，物流サービスや情報サービスの対価収入
と，セリや展示販売に伴う取引ごとの手数料収入はごくわずかの金額にとど
まっている。家賃収入と入場料収入に頼る収益構造であるがゆえに，同一地域
に存在する伝統的な農貿市場との激しい料金競争に巻き込まれる恐れがある。
実際，筆者らの調査した聚合のセンターは成都周辺のほかの農貿市場との料金
競争を考慮した結果，低めの料金水準を設定したという15。
　料金ベースの収益構造と過当な料金競争から脱出し，真の農産品ロジスティ
クス・ノードに成長するには機能の高度化とサービスの充実化を図り，伝統的
な農貿市場との差別化を明確にしなければならない。一方で，センターでの取
引に参加するベンダーとバイヤーを含むサプライチェーンのメンバー企業に
サービス利用のメリットを認識してもらう必要がある。筆者らは聚合農産品
物流センターの現場を見学した際に，20人ほどのバイヤーをランダムに選び，
彼らに配送サービスと流通加工サービスの利用頻度を尋ねたところ，およそ半
数の人はそのサービスの存在すら知らないと答えていた。
　もう一つの問題は，各主要都市にある農産品物流センター間の連携とネット
ワーク化が欠けている点である。多くの中心都市に聚合農産品物流センターと
同様，またはより規模の大きい農産品物流センターが稼働しているが（附録を
参照されたい），互いに連携しながら戦略的なネットワークを構築する動きが
15　成都市にはほかに10 ヶ所の卸売農貿市場が稼働している。即ち，九眼橋水産品批発市場，
青石橋室内農貿市場，西南果品中心批発交易市場，八里庄糧食批発市場，成都冷凍食品商城
総合市場，華豊大型食品批発市場，西南食品城，洞子口食品百貨批発市場，洞子口蔬菜批発
市場，成都農産品中心批発市場である。そのうち，成都農産品中心批発市場は聚合農産品物
流センターとほぼ同レベルの規模を有する。          
見られない。農産品取引の広域化，標準化を推進するという観点からは，農産
品物流センター間のネットワーク化が重要であり，大きな潜在的優位性を有す
る。
　農貿市場を切り口にして中国の農産品流通と物流の高度化問題を取り上げる
研究は，日本はもとより，中国においても管見の限りまだ十分とは言い難い。
この意味において，本稿は一つの出発点になるものと考えられる。しかし，先
行研究とフィールドリサーチが十分に蓄積されていない中で行った本研究は，
探索的研究の域を出ておらず，様々な課題が積み残されている。たとえば，伝
統的な農貿市場から農産品センターに変化していくことを進化過程ととらえる
ならば，その進化過程を段階論的な視点から考察する必要があろう。また，一
事例を基にした本稿の主張を補完するためには，ケーススタディを増やしなが
ら，農産品物流センターが中国農産品流通システムの高度化に与えるインパク
トを丹念に考察していくことが求められる。これらを今後の課題として指摘し
ておきたい。
【付記】本研究は文部科学省平成21年度，22年度の科学研究費助成金を受け
て実施している調査研究（若手研究（Ａ），課題番号：20683005，研究代表：
李　瑞雪）の一部を反映している。フィールドリサーチの実施に際して，（中
国）西南交通大学物流学院の徐菱教授，毛敏副教授，賀政剛副教授の三氏と，
聚合農産品物流センターの経営陣から多大なご協力をいただいた。記して感
謝する。
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【附録】　聚合農産品物流センターと類似する一部の卸売市場の概覧
????
創設年 企業類型
カバーする
商圏 特徴，概要
???????????
???
1989 国有
企業
主として華
南地域（香
港，マカオ
を 含 む ），
他の国内地
域や東南ア
ジア，南ア
フリカおよ
び欧米との
取引も
１．敷地面積15万平米，床面積25万平米。
２．全国乃至世界から農産品約7000種類は集散，うち
700種類が名産品や新品種。深圳市民の消費する野菜
の約85％，果物の約90％，食糧・食用油の約40％，
特産品の約65％を賄う。
３．10の取引エリアに1200の固定ブースのほか，約
2000の臨時ブースがある。04年度の取引量は275万ト
ン，取引総額は148億元。中国最大級の農産品の集散
センター，情報センター，価格形成センター，中継貿
易基地。
４．現物交易，展示販売，包装加工，店舗配送，輸送，保管，
電子商取引など多岐にわたる機能をもつ。
????????????
1988 株式
会社
中国全土。
輸出入も。
１．敷地面積101.3万平米，床面積約25万平米。スタッ
フ1795人（うち，守衛警備員500人）。資産総額10.6
億元。
２．主として野菜，果物，肉類を取り扱う全国でも中核
的な卸売市場。ほかに，種子，食糧，食用油，水産品，
副食品，調味料，卵，お茶なども取り扱う。
３．4964の固定ブースがある。日常的に8000あまりの
業者は取引に参加。１日あたりのトラック通過台数は
延べ3万台ぐらいで，来場人数は一日当たり延べ6万
人以上。一日当たりの取扱量は，約1300万キロの野菜，
約1500万キロの果物，1600-1800頭の豚，約2000頭の
羊，約150頭の牛，約1200トンの水産物である。2009
年の農産品取扱総量は900万トンに達し，取引総額は
約300億元。取引総量と取引総額は8年連続で全国1
位の座にある。
??????????
1984 株式
会社
北京，内モ
ンゴル，黒
竜江，吉林，
遼寧，海南，
広東，広西
な ど20の
省・直轄市・
自治区。ま
た，日本，
韓国，ロシ
アなどの海
外 市 場 に
も。
１．敷地面積は20万平米（40万平米に拡張する予定）。
中国最大の野菜集散センター，価格形成センター，情
報センター，物流センター。典型的な産地卸売市場。
２．取引される野菜の品種は300余りで，年間取引総量
は400万トン，取引総額は56億元。
３．敷地内に10万平米の総合ホールと取引エリアがあ
る。保管施設，冷凍冷蔵保管施設，セキュリティ・モ
ニターリング，Ｅバンク，顧客サービスセンターなど
の施設が設置されている。市場内の取引はすべて統一
のＩＣカードによって決済される。2003年に中国初
の野菜Ｅオークションがここで運用開始。
４．市場内に設置されている食品検査ステーションは毎
日，入場の野菜に対して検査を実施。
５．同市場を起点とする「寿光―北京」と「寿光―ハルビン」
の２本の「野菜輸送グリーン・ロード」は最初に指定
された４本の主要グリーン・ロードの２つである。
???????????
1998 株式
会社
上海，浙江，
江蘇，安徽，
福建，江西，
山東などの
華東地域
１．企画された敷地面積は27万平米で，うち稼働中の
一期目の敷地面積は8.5万平米，床面積は５万平米。
二期目は工事中。
２．肉類，野菜，果物，食糧と食用油，水産物，乾物の
６つの取引エリア。常温倉庫，低温倉庫，駐車場，顧
客サービスセンター，食品安全検査センター，電子化
決済センターが設置され，24時間でサービス提供。
３．取引総量と取引総額は市場開設以来，年平均30％
の増加率。2008年の取引総量は103.77万トン，取引
総額は62.89億元。          
??????????????
1987 不明 四川，雲南，
広西，広東，
湖南，湖北，
福 建 な ど
１６の省・
直轄市・自
治区の６０
余りの市・
県および重
慶市の各区
と各県
１．野菜，肉類，副食品，水産物，果物，お茶，冷蔵食
品の７つの専業卸売市場を内包する大型農産品総合卸
売市場群である。敷地面積は44.7万平米で，約5000
の業者は入居し，１万あまりの品種の農産品の取引に
従事している。2008年の総取引量は246.7万トン，取
引総額は130億元を突破した。同センターを含む約２
平方キロメートルのエリアは近代的農産品物流セン
ターになるよう，推進されている
２．約６割の商品は重慶市現地産の農産品。唐辛子，ト
ウサンショウの取引量は全国市場取引総量の三分の一
を占める。重慶市およびその周辺地域の農産品需要の
約85％を流通・供給している。
３．品質安全検査センターと無公害野菜検査測定セン
ターを設置している。市場内にＬＡＮを整備し，ＬＥ
Ｄモニター，60トンと80トンの電子台ばかりを導入。
また，セキュリティ監視システム，消防安全監視シス
テム，情報センター，決済センターを設置している。
???????????
2002 不明 香港，アモ
イ，台湾，
チベットを
除く中国の
各省・直轄
市・自治区
１．野菜の取引がメインである。農産品の取引，加工，
公害検査，貯蔵保管，集散，配送などの機能をもつ。
中国中原地域における最も規模が大きく，多機能で商
圏が広い野菜集散センターである。
２．敷地面積は約20万平米，オフィスビル20棟（床面
積3.5万平米），取引アーケード40列（５万平米），駐
車場２万平米，冷蔵鮮度保持倉庫6000トン，大型電
子掲示板，監視システム，百トン電子台ばかり，ゴミ
中継所などの施設・設備を設置している。
３．取引参加の業者（入居と非入居を含めて）は5000
あまり。年平均総取引量は300万トンを超え，年平均
取引総額は32億元。
?????????????
1994 不明 広州市を含
む珠江デル
タ地域に対
して青果類
を供給。一
部は他の国
内地域や東
南アジアへ
の輸出も。
１．敷地面積は40万平米。野菜と果物の約1000品種を
取り扱う。
２．野菜取引エリア（中に乾物取引エリア，野菜取引エ
リア，高級野菜取引エリア，地元産野菜取引エリアに
分けられる）の面積は18万平米，入居している500の
卸売商は一日当たり１万トンの野菜を販売し，広州市
野菜需要量の７割を占める。果物取引エリア（中に国
内高級果物エリア，国内名産品果物取引エリア，西洋
果物エリア，東南アジア果物エリアに分けられる）の
面積は18万平米，取り扱われる輸入果物は中国全土
の果物輸入量の約70％を占める。2006年の市場全体
の取引総額は145億元に達した。
３．取引エリアのほかに，ビジネスセンター，食品安全
検査センター，駐車場，冷蔵倉庫，製氷工場，銀行，
レストラン，娯楽センターなどの施設を設置し，また，
輸送チーム，荷役チームを立ち上げて，構内運搬，輸
配送，積卸といった物流サービスを提供する。
（出所：洪・劉（2009），張（2004），王（2008），成都市現代農業物流業発展投資有限公司ほか
（2009），賈（2006），農産品市場週刊編集部（2009），http://www.shncp.com/scjj.aspx,
http://www.jnmarket.net/?action=pager&html=about&state=0
http://buji.ap88.com/sun_stock/sun_10.asp,http://www.xinfadi.com.cn/channel/13186755,
http://www.sgvege.com/Market.aspx,http://www.cqgnm.com/About.asp?ID=4,
http://www.zzncp.cn/scgk/default.asp?pageno=1&ejlm=492
http://www.jnmarket.net/?action=pager&html=about&state=0の関連記述より筆者ら整理）          
